
乙
の
時
期
は
、
老
人
が
日
出
も
多
く
な
る
現
在
、
早
寝
間
で
も
加
入
者
は
約
四

牒
し
い
時
代
な
り
で
す
。
万
人
、
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
福
祉

備
え
あ
れ
ば
護
い
な
し
!
老
挽
は
近
年
金
も
合
的
て
約
一
万
一
平
人
に
も
連

〈
、
老
椛
は
酷
し
く
他
人
む
と
汚
ば
あ
し
て
い
ま
す
。
乙
れ
は
、
市
民
の
約
五

り

ま

ぜ

ん

。

人

に

一

人

が

畑

山

民

年

金

に

加

入

し

、

六

不
麗
の
事
故
や
十
五
時
以
上
昭
和
年
寄
り
の
六
十
軒
の

4
y
f
m人
生
五
十
年
M

と
い
っ
た
の
は
昔
制
度
の
改
正
が
行
わ
れ
、
「
問
問
民
皆
年
自
扇
町
一
位
箔
も
大
変
で
、
は
た
し
て
一
一
一
方
々
が
、
問
問
民
年
金
を
受
け
て
い
る
ζ

草
書
岱
L
入

っ

て

が

害

時

で

一

一

十

二

年

雲

自

己

と

。

金

」

と

い

わ

れ

る

ま

で

に

菅

号

、

私

宮

島

占

え

る

年

寄

り

害

警

高

老

後

の

俄

え

を

と

に

な

り

手

-

加
入
し
て
い
る
の
は
会
雪
字
八
百
万
人
、
重
の
年
金
に
つ
い
て
は
、
李
議
事
長
室
立
高
に
な
っ
た
た
ち
の
老
若
宇
ら
ぎ
の
あ
る
語
〈
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
e

私
た
ち
の
互
に
は
、
事
に
し
て
拠
出
年
昔
話
語
、
喜
一
百

一
千
四
十
四
万
人
白
う
ち
、
同
民
単
金
白
揖
続
年
金
凶
百
九
十
一
万
人
、
通
が
老
齢
年
日
本
、
経
許
白
高
度
協
長
に
と
も
な
い
と
精
望
ぞ
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
年
を
と
る
に
つ
れ
て
一
身
障
や
拭
持
が
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
陣
容
者
に
な
っ
た
人
で
年
額
十
五
億
三
平
一
一
言
方
向
か
交

・
老
齢
福
祉
年
金
山
一
一
百
一
一
一
十
回
万
人
、
計
八
百
六
十
一
一
一
万
人
に
年
金
が
支
給
苦
れ
て
い
ま
年
々
個
人
所
得
が
岬
ぴ
、
各
組
の
社
会
し
か
し
、
六
十
豆
諸
以
上
の
お
年
時
間
〈
な
り
が
ち
で
す
。
収
入
も
少
な
く
り
、
一
宮
田
開
き
手
か
亡
く
な
っ
た
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
額
国
か

に
、
年
金
は
卓
弱
者
四
八
一
一
訴
に
あ
た
る
お
年
寄
り
む
老
後
四
支
え
と
な
っ
て
、
ま
F
。
福
祉
制
度
の
確
立
に
よ
っ
て
、
笠
か
な
わ
霊
平
語
か
、
h
L
ハ
十
四
歳
ま
で
の
樹
な
り
ま
す
。
モ
の
主
凡
、
将
来
若
い
顔
吃
年
を
と
っ
て
動
け
な
く
な
る
な
色
支
給
苦
れ
る
者
齢
禄
校
年
金
白
受
拍

h

v

e

社
会
生
藷
を
或
っ
て
い
ま
す
が
、
低
高
宮
宇
で
韓
う
と
す
る
と
、
混
在
は
お
年
に
完
全
に
頼
り
き
る
白
が
無
理
で
あ
る
ど
、
ど
の
よ
〉
に
し
て
笠
活
を
支
え
て
者
は
、
四
手
一
一
言
人
で
年
額
九
億
二
千

霊
と
ほ
ど
ん
な
も
の
か
を
考
え
、
私
た
ち
の
老
空
安
心
の
雪
事

FCの
設
計
に
つ
長
時
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
費
制
度
寄
り
一
人
主
七
人
で
控
っ
て
い
ま
す
と
す
れ
ば
、
車
い

2
ぷ
b
年
金
を
積
い
己
う
か
と
い
う
盟
問
産
問
題
に
ぶ
つ
方
向
炉
支
話
完
て
い
ま
す
。

度
考
え
て
み
手
レ
ょ
う
e

そ
し
て
、
厚
生
理
金
や
共
済
組
合
な
ど
に
加
ス
し
て
い
な
い
人
の
開
設
し
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
が
、
次
第
に
お
年
寄
り
が
増
え
、
昭
和
み
立
て
て
躍
備
し
、
み
ん
な
で
費
用
を
か
る
己
と
が
あ
り
ま
す
。
寸
ベ
パ
ぺ
パ
叶
吋
j
J
3斗
パ

1
v

裂
か
な
毒
事
誇
る
よ
う
語
え
色
ょ
う
。

ιtた
中
有
国
各
局
者
九
十
年
に
は
、
六
十
四
歳
宝
の
お
年
出
し
助
言
っ
て
、
収
入
車
言
語
在
、

ιのよ
う

な

と

喜

一

同

港

沼

通

」

し
で
盛
金
が
h
出
し
あ
っ
て
者
佳
の
生
活
寄
り
一
人
主
一
}
一
人
で
控
う
時
代
が
く
る
の
不
安
を
な
く
そ
う
と
す
る
自
が
年
金
社
合
金
悼
の
力
で
、
生
活
の
安
定
を
額
国
民
年
金
を
受
げ
る
た
め
の
資
格
期

を
守
る
や
fお
に
互
い
た
「
留
民
年
金
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
固
制
度
で
す
。
る
た
め
に
語
げ
ら
れ
た
も
の
で
す
。
特
間
は
、
二
十
五
年
以
上
で
、
掛
ザ
わ
れ

は
、
時
代
に
即
し
た
年
金
を
め
通
し
て
そ
の
ζ
ろ
の
習
年
@
壮
年
屑
は
自
分
抑
制
い
人
は
、
岩
桂
は
ま
だ
先
だ
と
に
、
国
民
年
金
制
度
は
、
す
べ
て
由
留
る
期
聞
は
一
平
語
か
ら
六
十
融
ま
で
と

噂
え
が
ち
で
す
か
、
現
在
ニ
十
五
識
の
民
が
年
金
に
加
入
し
、
不
躍
の
事
故
ゃ
な
っ
て
い
ま
す
a

間
関
民
年
金
が
受
け
ら

人
で
も
四
十
年
世
の
昭
和
九
十
年
代
の
考
能
の
住
穏
に
捕
え
よ
う
と
い
う
問
的
れ
る
か
ど
う
か
は
、
一
一
一
十
五
識
が
分
か

初
め
に
は
、
六
十
五
摘
に
な
り
ま
す
。
で
吋
発
足
し
た
制
度
で
す
。
れ
道
と
な
D
ま
す
e

い

が

一

の額金年のずまる
み
J貴金夫

夫が掛金を終えて二亡くなったとき
55識を迎えたら

生計中心者が亡くなったとき

い
ま
あ
る
八
つ
の
却
金
制
度
の
う
ふ
ち
で
、

同
氏
年
告
が
一
帯
日
間
捜
の
昭
利
一
エ
+
四
年
に

で
き
手
レ
F
V
そ
れ
ま
で
は
会
社
に
勤
め
て

い
る
人
や
制
民
や
公
務
口
を
品
川
敏
と
し
+
~
厚

生
江
命
保
険
、
前
月
H
保
険
、
恩
給
な
ど
の
年

金
制
度
が
あ
り
手
レ
た
が
、
間
民
む
多
数
を

占
め
る
霊
的
支
の
従
事
者
、
従
費
五
人

未
満
の
一
服
溺
や
自
由
噌
況
な
ど
の
自
信
業
者
と

そ
の
従
弐

nLは
、
何
も
母
告
制
度
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
せ
会
で
し
た
.

し
や
し
、
私
た
ち
の
平
均
静
命
が
縫
び
、

老
人
の
割
合
選
r

卒
、
い
る
一
方
家
族
制
度

2
第三
Z
Aて
、
家
庭
内
の
老
人
安
落

は
脊
V
く
な
っ
て
霊
乙
だ
ま
た
、
交
通

事
故
な
ど
も
桶
唱
え
、
私
た
ち
の
ヰ
穏
に
は
危

険
が
と
白
ま
い
て
い
ま
す
e
ζ
の
よ
フ
な
老

控
や
本
郡
田
事
故
に
対
し
て
、
役
立
つ
年
金

に
よ
あ
保
障
制
度
が
強
く
一
望
ま
れ
、
昭
和
一
一
一

十
白
年
四
月
に
同
と
吊
同
氏
が
協
力
し
て
、
資

金
高
し
あ
っ
て
老
後
の
ヰ
潜
在
す
ウ

2}

し
て
で
垂
τ
た
の
が
「
閑
民
単
金
制
反
」
で

Te

C
の
制
度
は
、
鵬
開
業
、
漁
諜
、
部
業
な
E

の
自
営
業
の
入
、
す
1
ピ
ス
築
な
ど
の
人
と

そ
白
家
族
自
た
め
の
年
金
制
援
を
、
年
を
と

っ
た
D
、
陣
容
者
と
な
っ
た
り
、
母
子
泣
荒
神

と
な
っ
た
場
合
に
年
金
を
支
給
し
て
、
生
落

の
安
定
を
は
か
る
ζ

と
を
白
的
に
、
保
険
制

を
掛
け
る
と
い
う
拠
出
制
の
年
金
が
中
心
で

二
十
識
か
ら
六
十
歳
ま
で
め
肉
用
問
は
、
厚

生
年
金
な
ど
被
用
者
白
年
金
制
度
に
加
入
し

て
い
な
い
一
隈
D
、
す
べ
て
加
ス
し
な
む
れ
ば

な
り
ι

ま
せ
ん
。

保
倹
料
は
、
昭
和
一
一
一
十
六
年
間
月
か
お

吋
が
掬
闘
え
れ
、
六
十
五
歳
に
な
っ
た
と
き

や
同
送
路
富
者
に
な
っ
た
と
吉
、
母
子
世
帯
r

と
な
っ
た
と
き
な
ど
に
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

す。
ま
た
、
保
険
掛
か
ム
納
め
る
己
と
が
燭
難
な

人
に
ほ
、
保
険
料
の
免
除
、
年
金
制
度
に
加

入
で
き
な
か
っ
た
人
に
は
、
老
齢
・
埠
密
・

母
子
(
市
母
子
)
自
害
福
祉
時
金
が
支
給
さ

れ
る
ζ

と
な
ど
屯
ほ
か
の
年
金
制
度
に
見
b

れ
な
い
い
〈
つ
か
の
特
色
が
あ
り
ま
す
。

間
け
件
寄
金
や
共
肝
斜
告
な
ど
に
加
λ
し

τ

い
な
い
人
は
、
奇
か
ら
で
も
立
く
は
あ
り
ι

ま

せ
ん
。
同
氏
年
舎
に
加
入
し
て
、
年
金
が
受

け
宇
れ
る
栂
刺
ヂ
苧
仁
レ
、
殺
か
な
老
後
に

鍛
え
手
し
よ
う
。

2 
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老
齢
年
金

O
母
子
年
金
準
母
子
年
金
、
湾

問
民
主
手
帳
、
摺
収
富
児
童
、
葉
年
金
、
死
亡
一
時
金

。

通

揮

者

齢

年

金

幕

金

百

問

屋

震

の

写

し

、

曲
の
年
金
制
度
の
通
謀
対
象
期
間
国
年
金
手
帳
、
領
収
自

開
碓
認
鴻
知
器
、
間
民
耳
金
子
帳

X
そ
の
他
、
そ
れ
ぞ
れ
印
鉱
ど
本

領
収
書
、
戸
籍
抄
本
人
名
躍
の
策
金
油
幌
〈
口
座
援
D

O
障

害

草

人

理

込

み

の

た

め

-
Cれ
は
希
望
古
五

区
扇
の
診
断
菌
、
同
岡
田
半
会
ず
る

5
9持
害
し
言
、
だ
さ
い
a

閥
、
領
収
皆

モ由年金額〈年額〉

318，6OC内
300，900 

286.100 
273.600 
262.900 

279.000 

294.600 

309.8∞ 
324，700 
339.300 
353.800 
368.日∞

382.0∞ 
395.900 

409.700 
423.400 

443.500 
463.700 
483.800 
504.000 

10年

10 

10 
10 

10 
11 
12 

13 
14 
15 
16 
17 

18 
19 
20 

21 
22 

23 
24 
25 

往年月臼

羽治45. 4. 1以前

タ 45. 4. 2以後
大疋2. 4. 2-

ク 3. 4. 2-
.9 4. 4. 2，..._. 
l' 5. 4. 2 ........ 
l' 6. 4. 2 "'-' 
~ 7. 4. 2 "-' 
ク 8. 4. 2-
ク 9. 4. 2-
~ 10. 4. 2---
ク 11. 4. 2-
1-' 12. 4. 2，...._， 

タ 13. 4. 2-
1-' 14. 4. 2 ....... 

'" 1包 4. 2-
昭和2. 4. 2-
? 3. 4. 2 ........ 
v 4. 4. 2 ......... 
1" 5. 4. 2 ....... 

と
な
り
ま
一
す
。
升
月
ず
つ
、
年
六
留
の
納
付
に
な
わ
d

ま
年
一
一
一
斉
一
升
ま
で
)
白
偉
倹
棋
を
前
納
す

時
険
棋
は
ニ
か
均
分
ず
つ
、
指
定
の
す
。
期
損
は
、
五
月
、
七
月
、
九
月
、
る
と
、
割
引
に
な
る
前
納
の
指
定
期
限

預
金
口
殴
か
金
振
り
替
え
ま
す
。
た
だ
十
一
月
、
一
月
、
一
一
首
月
由
来
日
で
す
。
炉
、
五
土
ハ
年
度
か
ら
四
月
一
一
一
十
日
L

し
、
一
年
間
白
前
説
お
よ
び
一
か
月
む
官
制
腕
の
指
定
一
滞
限
の
密
更
変
更
に
な
る
の
で
巴
一
注
窓
ぐ
だ
さ
い
。

四
月
か
ら
の
国
民
拝
金
謀
暁
掛
は
、
と
の
撮
り
替
互
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
年
間
(
五
土
谷
四
月
i
五
十
七

国

富

年

金

は

、

保

険

料

の

納

付

帯

期

預

金

か

ら

口

座

哀

り

替

え

に

よ

り

納

付

l
〉〉

1
1〉
t
i
l
i、

号

室

聞

が

号

室

長

⑧

一

保

険

料

の

追

執

す

る

E
Zる
の

で

な

利

用

〈

だ

お

知

ら

せ

謀

議

ゼ

ン

タ

j
科
舗
を

っ
て
い
ま
す
由
で
、
探
験
料
を
宋
納
の
保
険
制
由
免
臨
を
受
げ
た
と
き
ま
、
吉
い
。

-
)
J
t
f〉〉
J
J〉
l
〈

ま
ま
成
っ
て
お
く
ζ
年

金

主

げ

ら

モ

の

免

除

さ

れ

定

期

間

主

務

引

弘

前

内

主

ぴ

隣

接

市

町

白

毒

事

事

壁

守

主

同

国

裏

金

時

聾

セ

ン

タ

ー

は

、

国

民

事

。

れ
な
く
な
る
と
と
が
あ
空
手
。
む
な
か
に
入
る
の
て
有
利
な
制
度

Z(代零
金
融
機
関
等
量
産
金
昭
和
主
ハ
年
間
立
か
ら
一
国
民
岬
室
田
加
入
者
童
書
お
よ
び
そ
む
望
書
、
一
泊
一
一
帯
望
大

保
融
制
を
納
め
た
く
て
も
、
翠
計
が
す
が
、
年
金
額
は
探
険
斜
を
納
め
た
崩
手
帳
、
預
金
通
様
、
金
融
機
関
届
け
出
金
操
険
制
が
、
月
横
問
手
五
百
円
に
草
家
族
、
ま
た
-
一
般
の
方
々
白
健
康
増
体
問
ヰ
出
H
設
者
よ
3
・
P
R長
h

お
気
軽

習
し
ミ
て
嗣
め
ら
れ
な
い
と
か
、
佐
活
告
の
一
一
一
斉
の
一
に
減
額
古
品
る
の
で
、
印
を
持
書
し
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
き
上
げ
争
れ
ま
す
。

ζ

れ
は
、
支
給
さ
進

ι体
聾
、
レ
タ
p
z
iシ
ョ
ン
な
ど
に
と
家
渡
や
グ
ル
ー
プ
で
己
一
料
用
〈
だ

霊
草
け
て
い
る
人
な
ど
は
、
震
志
望
一
宮
古
も
有
利
と
は
い
え
い
a

れ
る
年
金
額
由
言
げ
に
と
も
な
う
仁
利
用
し
て
い
た
ぎ
た
め
属
議
宗
・

軒

目

納

付

が

免

除

さ

れ

ま

す

。

な

い

で

し

ょ

う

む

一

期

か

ら

の

口

開

涙

b
替

え

を

希

望

も

自

で

す

。

て

た

宿

泊

錨

認

で

す

・

申

し

込

4
簿
騨
し
い
と
と
は
、
韓
聾

け
け
保
険
斜
を
納
め
る
己
と
が
で
ぎ
な
い
そ
己
で
、
保
暁
棋
を
免
除
さ
£
~
人
さ
れ
る
方
は
、
な
る
べ
く
こ
月
二
十
八
合
指
定
期
日
闘
の
蜜
盟
(
納
期
)
国
民
年
禽
嚢
セ
ン
タ
ー
は
、
間
然
セ

yh出
l
に
臨
接
電
繕
か
は
が
き
官
持

母
一
所
得
制
限
が
晶
る
と
き
は
、
強
制
加
入
の
崩
合
は
保
憤
斜
は
、
そ
の
桂
生
活
に
余
描
が
で
重
た
と
認
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
モ
今
ま
で
一
一
一
一
か
月
ず
つ
納
付
し
て
い
た
公
園
や
温
泉
な
ど
の
恵
ま
れ
た
環
境
に
申
し
桧
品
く
だ
さ
い
・
予
約
は
六
か
月

福
祉
年
金
は
、
全
額
国
の
負
担
で
交
免
除
の
制
度
が
あ
り
、
任
意
加
入
の
崩
き
に
、
十
年
前
ま
で
古
か
の
ぼ
っ
て
、
れ
以
控
は
、
随
時
申
し
込
み
受
け
付
け
だ
い
て
い
ま
す
か
、
間
同
月
か
ら
は
一
一
か
盟
け
ら
れ
、
樹
事
が
通
じ
ず
翁
用
で
吉
聞
か
島
町
っ
て
い
ま
す
・

給
さ
れ
る
無
拠
出
制
四
年
金
で
す
由
で
合
に
は
、
担
告
の
届
け
出
を
寸
れ
ば
、
モ
め
卦
時
の
舟
蹟
料
を
あ
と
か
ら
制
的

本
人
中
配
偶
者
、
技
盤
藷
弱
者
に
あ
る
力
ラ
一
期
間
(
密
民
年
金
疋
任
意
加
入
し
る
乙
と
が
で
語
る
選
が
開
か
れ
て
い
ま

福
祉
年
金
は
、
昭
和
一
一
一
十
間
口
犀
に
国
内
に
重
度
自
陣
雷
〈
身
障
者
宇
輯
一
級
塑
震
拝
金
加
入
皆
、
一
年
以

nL夫
穏
度
以
上
の
所
得
が
あ
る
と
支
給
が
停
な
か
っ
た
期
間
〉
と
し
て
、
資
格
の
閉
す
め
で
、
で
き
る
だ
け
納
め
て
お
い
た

民
年
金
制
度
が
嵩
施
吉
長
と
章
、
す

1
一
一
一
一
級
積
患
に
な
っ
た
と
書
、
ま
た
と
訴
し
、
十
八
棄
備
の
乎
か
、
ニ
止
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
本
人
が
舶
の
公
開
に
算
入
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

2
7一
事
有
利
で
す
。

t
L高
齢
で
あ
っ
て
保
段
料
老
納
め
て
は
閑
泊
四
十
四
年
四
月
一
臼
以
前
の
生
十
龍
栄
摘
出
陣
曹
の
あ
る
干
と
伎
活
し
的
年
金
を
受
け
て
い
る
と
き
も
制
阪
が
期
間
は
年
金
額
の
計
詳
の
対
韓
に
は
な
民
民
拝
金
に
加
入
し
て
い
ゑ
点
は
、

も
一
定
の
提
停
を
満
た
吉
な
い
と
か
、
ま
れ
の
方
が
重
度
障
害
に
な
っ
た
と
き
て
い
る
棄
に
支
拍
さ
れ
る
年
金
で
す
・
あ
り
ま
す
。
り
ま
ぜ
ん
。
い
ま
一
盟
関
険
制
の
納
め
忘
れ
が
な

陣
富
者
や
母
子
家
庭
で
あ
っ
て
保
険
料
支
給
吉
仇
ま
す
@
た
だ
し
、
開
輯
料
の
開
制
が
あ
る
場

E
の

た

め

躍

年

八

日

リ

に

証

自

浄

、

市

い

か

を

露

認

し

ず

夕

、

だ

さ

い

。

ま

た

、

を
納
め
ら
れ
な
い
状
織
に
あ
る
と
い
っ
串
母
子
〈
撞
母
子
〉
描
祉
年
金
告
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
に
提
出
す
る
ζ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
人
聖
教
関
す
る
た
め
の
耳
金
制
度
で

g

〉

i
l
I
l
l
-
-

次

の

要

件

に

該

当

し

た

と

き

は

、

主

倒

的

問

一

日

買

面

倒

ぞ

れ

の

年

金

が

九

支

給

さ

れ

ま

す

。

き

所

結

は

一

蹴

昔

一

∞

叩
と

由

支

額

一

コ

専

一

申

者

齢

被

礼

町

年

金

品

年

の

〉

一

弘

符

一

筋

倒

れ
日
間
金
額
一
定
!
?
一

間

泊

四

十

四

年

限

月

一

日

ま

で

に

佳

ら

の

年

純

一

同

昨

日

ー

ま

れ

た

人

は

、

手

軽

な

れ

ば

老

齢

曲

者

祉

E

一

括

竺

人

人

衝

撃

祭

支

給

さ

れ

ま

す

。

と

務

福

得

一

族

一

が

謡

、

所

一

技

親

一

な

お

、

関

泊

四

十

四

年

四

月

二

日

以

金

聾

は

の

一

一

歯

に

生

ま

れ

た

人

は

、

襲

撃

型

年

扶

き

年

一

る

一

間

四

社

び

と

本

一

一

げ

額

一

ω
似

て
い
な
い
と
年
金
を
受
け
る
ζ
と

が

で

諸

ょ

の

。

〉

一

お

一

αα

て

お

上

す

欝

一

:

一

き

な

い

の

で

、

お

間

違

い

の

な

い

よ

う

つ

者

以

ま

陣

一

明

4
一
例
お

に

む

注

弦

〈

だ

さ

い

@

よ

偶

額

れ

。

・

一

山

町

税

引

一

L
L

に
配
た
ら
ず
齢
一

h
h
l
了
l
!

串

陣

曹

揮

役

草

金

噂

と

お

山

め

だ

宅

一

挫

散

一

人

人

一

一

+

龍

以

上

の

人

で

、

一

一

十

臨

宋

備

掲

人

p
p
と

り

(

一

族

一

所
本
め
問
お
人
一
扶
親
一

の

と

き

や

拠

出

年

金

に

加

入

桂

一

年

以

定

年

と

本

一

-

銀
験
料
は

間
開
難
な
人
に
は
免
除
制
度
も

ず

中央会館己まは

東京都目黒区大癌 (03) 485-1411 
エミナ」ス

いわない 北海道岩内郡岩内町 (013出) 2-8841 
つがる富士見寝 青諜県北津軽郡鶴間町 (0173) 22-3曲3
のしろ 牧田県能代市落合 (01855) 4-2121 
もがみ 山形県最上郡崩上町 (02334) 4-2311 
何事事経 福島県ニ本松市岳世話果 (024324) 2306 
草津グ))-y

務馬県奇襲郡草障llfJ (027988) ノ竜一タパレス 3960 

乙しむ 新潟県北魚沼郡湯之谷村 (02579) 2一一6111
ひみ 富山県水見市控 ω766) 79-1324 
のと 石川県羽咋郡志雄町 (076729) 4181 
北潟湖畔荘 福井県坂井郡芦毘噛T (0776) 79-1124 
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蛇阜県聾老郡聾老町 (05843) 2-3118 

.IVli偶苑 滋翼手足高島郡高島罫I (07403) 6-1140 
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兵躍鼎姫路市広畢山 (0792) 84-3011 

はなまき 務手県花巻市金矢 (0198) 27-2811 

むさし白 埼玉県川融市大宇伊佐招 E倒92) 22-3210 
〈らのつ 長輔県南高来郡口/捧冨I (095786) 2020 
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私
た
ち
り
一
告
は
た
い
へ
ん
裂
が
L
な
D
ま
し
た
。
病
気
や
ケ
ガ
宮
レ
た
と
き
ち
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
議
掛
探
検
裏
口

だ
れ
も
が
お
髭
者
辛
h
Lか
か
る
と
、
窓
口
へ
一
一
一
部
の
魚
担
蚕
空
交
江
主
作
げ
で
、
間
刷
新
田
原
捕
に
よ
高
十
分
な
以
抗
原
が
奨
げ
ら
れ
る

よ
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
鴎
、

ζ

的
特
祭
は
、

ι
p
k鉱
た
ち
白
日
常
持
活
に
深
い
つ
な
が
り
空
も
っ
、
同
氏
健
闘
探
検
の
制
度

や
し
く
み
に
つ
い
て
、
そ
の
一
替
を
紹
介
B

留
め
ず
・
周
回
開
銀
蹴
一
援
の
容
的
と
す
る

d
歳
甘
品
開
る
い
家
庭
yd策
〈
た
め
H

被
保
険
者

四
一
方
々
や
広
〈
み
な
亨
ん
由
よ
h
u
一
回
閣
白
色
溜
解
と
口
協
力
者
お
額
い
し
ま
す
・

酷
で
す
。

る
ζ
と
に
な
り
ま
す
固
病
気
に
な
っ
て

も
棺
股
は
彦
君
ま
ぜ
ん
の
で
、
何
十
万

円
も
の
医
掠
伐
を
す
べ
て
自
分
で
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
型
ま
ぜ
ん
。
し
か
も
保

役
割
は
、
加
入
間
を
一
出
し
て
い
な
か
っ

た
期
間
の
分
に
つ
い
て
も
支
払
う

ιと

に
な
り
i

ま
す
。

間保の手続きはお平く/

t生帯主的方は14BJ;(f勺に届けましょう.J苗出には印かんが必要です。

本
市
の
揚
色
、
六
十
八
揖
以
上
田
方

は
お
金
(
一
部
負
担
〉
を
窓
口
に
支
払

わ
な
〈
て
も
段
者
に
か
か
れ
ま
す
。
し

ゃ
レ
、

ζ
の
場
合
の
底
撹
費
は
、
い
っ

た
い
設
が
負
制
ず
る
自
で
し
ょ
う
.

老
人
従
捜
世
田
無
料
化
と
い
う
と
、

阿
か
留
や
県
が
医
眠
罰
百
金
額
ψ
負
担

し
て
く
れ
る
よ
う
に
潜
い
勝
ち
で
す
が

そ
ラ
で
は
あ
白
一
ま
せ
ん
g

医
者
が
タ
ダ

で
み
て
い
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
ザ
ん
。

一
部
負
担
金
会
頭
骨
)
は
公
哲
員
短

〈
閉
山
県
南
の
負
視
や
市
単
独
員
担
)

で
、
問
団
り
七
割
は
、
ふ
つ
う
由
人
の
場

合
と
閉
じ
よ
33に
盟
時
が
負
担
し
ま

す
。
な
お
、
老
人
一
人
白
医
控
担
が
一

か
月
十
一
}
方
向
以
壬
の
高
額
の
瑚
自
に

も
、
一
一
一
万
九
千
円
ま
で
を
昼
間
、
乙
れ

を
超
5

え
る
高
額
開
控
目
は
留
保
が
七
割

分
と
}
母
L
、
昨
問
者
へ
支
払
っ
て
い
る

わ
け
で
す
。

次
の
も
の
は
保
険
給
付
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

⑫
健
康
詰
断
を
自
的
と
す
る
も
の
.

A
V
予
防
体
蔚
、
予
防
接
種
。

A
V

平
品
目
許
鏡
、
足
常
分
ぺ
ん
，

A
V

禁
容
を
目
的
と
す
る
も
の
。

φ
明
働
基
踊
唱
法
等
が
適
用
に
な
る
諜
務
上
由
時
間
@

A
V

犯
持
ゃ
い
故
蛍
m
y行
為
で
捕
病
に
か
か
っ
た
と
き
.

A
V

他
人
か
F
b
損
害
者
受
け
た
と
き
。

負
担
金
が
い
ら
な
い
人

間
揮
の
被
探
険
者
で
、
次
の
方
は
一
部
負
担
護
老

支
払
う
必
要
が
あ
D
ま
せ
ん
。

φ
老
人
磁
波
町
趨
府
間
歩
受
け
る
方
で
、
保
険
誕
百
ほ

か
に
受
給
者
震

Q
寝
顔
怨
む
が
必
葉
子
。

A
V
掲
夜
開
謬
者
展
開
の
通
用
秒
受
け
る
万
で
、
保
険

妊
に
@
と
表
示
し
て
あ
る
も
の
.

閉
山
保
で
は
、
世
帯
主
も
境
躍
も
一
人

一
人
が
控
時
段
者
で
す
。
た
だ
し
、
加

入
は
役
帯
と
と
で
一
世
帯
に
一
枚
の
保

険
証
が
夜
討
さ
れ
ま
す
。
世
帯
主
の
方
担
と
な
D
ま

す

。

保

暁

の

き

か

な

い

莞

語

ベ

ッ

ド

代

や

付

み

ん

な

警

幸

福

な

重

量

つ

か

な

わ

れ

て

い

ま

す

通

産

、

士

山

十

日

諮

問

刊

誌

立

す

療

義

市

議

重

な

ど

は

含

ま

れ

ま

ぜ

て
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
鑓
属
で
語
っ
て
も

な
で
助
け
合
っ
て
あ
な
た
の
鑓
威
主
守
ず
十
四
日
以
内
に
開
け
出
し
プ
ぞ
だ
さ
医
者
へ
は
保
院
証
を
持
参
し
て
静
ポ

φ
一
か
月
と
は
、
月
四
一
日
か
ら
月
宋

病
気
中
ケ
ガ
は
事
@
自
問
器
用
に
、
弘
士

ち

一

在

韓

う

こ

と

が

多

い

も

む

で

す

。

る

大

切

な

保

院

な

の

で

す

。

ぃ

。

(

下

賓

客

煎

〉

ク

受

け

合

の

が

除

問

で

す

。

た

だ

し

、

ま

で

の

時

月

む

と

で

、

浮

い

の

開

の

一

部

調
韓
謂
謹
緩
菌
鶴
題
調
理
諮
翠
鴻
鞘
額
綴
綴
観
翻
臨
轍
麟
盟
麟
輔
m

お
も
に
次
の
よ
う
な
と
き
は
、
全
額
自
負
強
金
が
一
一
一
万
九
千
向
者
起
r

え
た
場
合

そ
ん
な
主
ベ
お
金
が
な
く
て
雇
者
健
威
保
換
制
問
団
L
は

八

つ

り

種

類

が

鱗

崎

城

鴻

鴻

鵠

鵠

脅

羽

溜

噂

鰯

灘

議

場

識

鵠

鴻

閣

議

婚

鳴

議

輸

機

訓

持

議

長

鈴

什

一

事

醐

臨

時

pjfn川
駅
曲
目

#
J緩
己
員
慢
と
な
る
の
で
、
閣
保
が
や
む
を
に
限
ら
れ
ま
す
。

に
か
か
れ
な
い
と
い
う

ELな
っ
た
あ
り
、
易
保
換
に
突
す
る
か
は
、
医
者

ιか
か

っ

た

と

き

、

あ

な

た

が

鞠

謙

譲

鰭

論

議

轍

轍

事

麟

欝

藤

博

な

か

っ

た

と

部

害

警

は

、

あ

と

φ
一
一
つ
白
露
へ
問
時
記
か
か
っ
て
い

長

夜

で

す

。

そ

宅

、

震

は

だ

れ

あ

な

た

ゃ

あ

な

た

自

室

町

職

識

、

住

主

主

フ

め

は

露

。

一

一

望

号

蹟

鱒

襲

撃

鞍

駁

鞠

欝

麟

欝

麟

轟

轟

で

申

詩

に

よ

り

払

い

も

E
を
し
ま
て
も
、
両
方
の
一
部
負
担
金
は
合
算
し
陣
に
申
請
書
が
送
付
さ
れ
を
群
し
が
留
保
究
官
患
鍵
属
議
田
被

信

長

持

政

詰

副

長

野

町

民

間

諮

問

時

日

刊

誌

な

玲

刊

号

制

作

る

時

計

現

時

砕

け

い

一

日

時

諮

問

語

訳

護

事

は

別

計

i
u諮
問
官
官
へ
お
開
設
ド
伝
説

ま
す
。

ζ
田
ζ
と
宮
「
国
露
両
国
保
憤
」
は
、
聴
揖
由
鑓
偏
用
保
映
な
ど
に
加
入
す

と
い

g
i
g
-
-

一一山一骨骨盤
44JjMJi¥三一輔、

~::J13ji磁器
2
4
1
v
h
k
v
J
R
f

信

詰

泣

い

は

で
P

川
護
時
誠
一
ι

J

議

何

色

験

強

穆

~

覇

一

J

轍
静
襲
轍

f
J
j
g醐
「
轟
露

V-J-J騒ぐ
、
リ
μ

早
々
人
ふ
¥
J

お

一
本
監
歓
喝
ザ
:uyyudy
鶴パ
d
羅
雄
川
¥
器
鱗
擁
二
-rvJ3Jト
坑

そ

の

葬

祭

器

っ

t
d、
葬
祭
費
と

一
覇
軍
田
監

9
密

d
融
問
喝
磁
ノ

:!??-J
轟

顔

滋

滋

話

題

海

艇

れ

抱

被

葬

喝

錫

援

髄

川

護

溺

綴

灘

臨

醐

?

で

J
P
C
C瞬
間

ぷ

滋

日

夜

し

て

、

四

万

円

が

支

持

さ

れ

ま

す

。

一
鶴
自
嬢
盟
報
道
路
一
一
九
一
盟
事

J
f
j
7一
毅
)
パ
醐
醐
瀦
欝
緩
み
開
三
銭
鶴
綴
綴
鱒
醐
f

d
謝
野
援
軍
機
一
瞥
臨
縄
毅
P
パ
醐
醐
?
い
一
盤
主
題

J47
一J
同噌

4
t
f

務
上
横
揺
し
む
一

/
/
A
F
続

tr、
、
や
お
脳
拶
γ!
霊

視

~

一

瞬

繍

時

鴻

ddl鵠
必
吹
必
輔
喝
私
議
動
灘

9一
線

〆

1
福
連

-J:jbJd

国
蓄
申
喜
謂
手
義
嬬
吉
喜
は
、
出
盟
生
舗
死
空
亡
履
害由

F524A糸譲ム桁沙京戸FJ
示♂万あ宍宅ぎ九らシジ
7:Vγγrr
「い可可JJJ
心心

JJj一九九三汗件庁LL一に
恥
%T
一恥

wTT
恥

wTT
次汗必必ぺ長川川ベ爪一~山/川い漕?調鵡鴻

?
4

i

F

f

t

に
申
謂
曹
を
…
用
用
窓
し
ま
す
。
(
支
弘
い

酔
悶
同
凶
婦
附
は
、
み
ん
な
が
い
ざ
と
い
ラ
と
き
入
開
崩
閥
は
法
律
で
定
め
b
れ

た

あ

な

た

入

者

の

据

利

を

晶

保

附

註

し

、

敢

十

万

同

、

す

。

り

ま

7
。

は

皆

目

)

な

お

、

八

万

円

・

四

万

円

に
鍛
え
て
出
し
合
っ
た
お
金
(
保
険
(
世
帯
主
)
由
果
た
す
べ
き
藷
務
で
敢
百
万
円
の
?
支
差
む
大
切
な
薬
害
義
と
な
り
、
襲
撃
持

φ
壁
病
院
の
各
義
援
測
計
算
で
よ
以
劫
窓
@
葬
祭
費
量
は
、
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
以

税
)
と
、
閣
や
媒
@
市
の
補
針
金
で
ま
ず
。

ζ
れ
を
怠
る
と
あ
な
た
自
身
が
函
証
書
で
す
。
正
し
く
は
「
病
問
問
健
民
保
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
と
華
。
す
P

A

W

被
保
険
者
の
方
が
出
産
し
た
と
き
は
能
町
一
出
生
圃
死
亡
に
よ
り
ま
す
。

暁
被
時
験
者
証
」
と
い
い
ま
す
。
保
腕

φ
基
藍
君
謹
病
院
以
外
の
と
に
ろ
へ
入
間
高
額
控
諜
曹
の
支
給
該
d
d暫
L
は
、
世
帯
主
む
方
に
助
産
費
と
与
て
八
万
mm

証
な
し
で
努
唱
に
か
か
る
と
、
室
組
問
続
し
、
病
状
が
震
い
と
か
で
痘
扇
の
指
闇
夜
か
ら
通
常
、
診
器
片
の
鷲
々
月
以
が
支
給
さ
れ
ま
す
e

た
だ
し
、
分
脱
者

は
全
額
自
問
と
な
り
ー
ま
す
。
保
険
証
は
示
に
よ
り
、
付
き
添
い
宥
謹
掃
を
つ
け

な
く
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
大
切
に
取
た
と
き
。
〈
国
保
の
承
認
が
必
要
)

hu
扱
い
ま
し
ょ
う
。

φ
あ
ん
ま
、
は
D
、
き
ゅ
う
(
時
険
辰

磁
署
捜
軍
調
鏑
重
量
語
覇
自
の
同
慈
悲
製
〉
、
柔
道
棋
復
師
の
施

樫

;
i一
品
二
一
柑
義
史
と
吾
(
全
額
負
担
と
な
る

趨

Nm
坦
斜
立
湾
国
間
頴
醐
弱
含
。

藤
盛
縫
轟
盟
議
寵
醇
捜
麗
揖
鉱
麗
撞

A
V

治
時
間
装
具
(
コ
ル
セ
ッ
ト
等
〉
を

交

療

養

の

給

付

つ

く

っ

た

き

。
出
抑
制
聾
控
支
払
い
の
申
請
手
続
き
な
ど

医
者
に
か
か
っ
た
げ
臨
時
間
の
う
ち
、
詳
し
い
己
と
は
、
市
保
険
年
金
設
結
吋

一
二
加
を
自
分
で
負
担
す
れ
ば
、
す
べ
て
偶
へ
お
問
い
合
わ
ザ
く
だ
さ
い
@

の
…
泊
醍
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
あ
:
〉
古

担

保

股

者

が

披

露

吉

対

し

て

、

公

高

額

療

養

費

診
開
や
諮
問
、
油
開
材
料
の
支
給
、
処
同
一
の
被
探
検
者
が
同
一
月
の
L
同

位
、
手
間
と
い
っ
た
展
開
そ
の
も
の
す
一
病
院
(
診
緑
町
間
)
へ
、
一
部
負
担
金

な
わ
ち
現
物
を
給
付
レ
、
そ
白
分
の
お
か
ニ
か
月
に
一
一
一
万
九
千
円
以
上
支
払
つ

金
(
診
控
報
酬
と
い
う
)
在
、
閉
山
保
が
た
堀
合
は
、
そ
の
一
一
一
万
九
千
内
在
超
王

あ
と
で
医
者
に
支
払
っ
て
い
ま
す
。
た
穏
を
閃
保
が
れ
氾
す
る
の
で
、
そ
の

ζ
の
暁
冊
険
者
に
対
7
る
別
物
船
付
を
超
正
た
分
は
あ
と
で
申
請
に
よ
り
世
間

「
師
誕
の
給
付
」
と
い
い
ま
す
e

主
の
方
に
払
い
も
ど
し
ま
す
a
Cの
描

た
だ
し
、
h
H
翻
ベ
ッ
ド
代
、
蛸
掛
の
合
の
支
柏
村
桔
出
は
択
の
と
お
り
で
す
E

保
院
外
柏
町
山
な
ど
は
、
別
酬
の
自
己
負

φ
一
部
負
担
金
一
一
一
万
九
千
円
の
中
に
は

出時1は、市民議(住民登録〉扱いのため、部iに用窓ずるものがある。
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1人当たりの医療費と保険貌

監沼1人当たり医療費〈轍給付費〉
内I~一司

80，000 I I fl人当たり探検税

金額
/ 

年度

の
仕
方
で
す
し
、
し
か
も
長
胃
留
は
二

五

倍

、

一

一

日

倍

と

は

ね

上

が

わ

J

、
結
届
は
ま

3
わ

可

わ

り

ま

わ

っ

て

、

あ

な

た

や

み

ん

な

で

納
め
る
保
険
組
が
そ
れ
だ
け
多
〈
使
わ

ζ
ζ
数
年
来
、
患
揮
酋
白
増
認
で
、
時
開
報
酬
削
白
改
訂
〉
が
あ
れ
ば
、
そ
の
分
で
す
。
病
人
が
増
え
、
箆
醍
費
が
多
く
れ
る
ζ
と
に
な
る
の
で
す
。
ま
た
、
夜

頭
説
開
設
は
一
日
芝
、
苦
し
く
な
っ
て
が
さ
ら
に
増
え
て
い
書
ま
す
。
五
十
四
な
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
多
く
の
探
険
制
空
間
、
体
也
、
時
間
外
の
診
曲
目
や
注
診
も

き
て
い
ま
す
。
医
開
開
は
、
制
隔
呂
田
年
度
平
塩
前
島
民
健
援
保
院
で
は
、
年
み
ん
な
で
出
し
合
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
割
高
で
あ
U
、
他
方
忙
し
い
医
者
の
こ

増
加
や
産
学
医
研
刊
の
滋
揖
、
新
し
い
高
間
一
人
平
均
約
八
万
一
一
千
四
両
国
円
、
特
せ
ん
。
あ
な
た
ほ
日
む
ろ
か
ら
一
鍵
援
に
と
も
考
え
て
患
患
の
朝
合
以
外
は
で
き

度
的
援
開
構
棋
の
普
友
、
さ
ら
に
、
廷
に
箆
の
制
度
に
よ
る
老
人
区
醍
関
(
均
注
意
し
で
い
ま
す
か
。
あ
な
た
の
ち
ょ
る
だ
け
避
け
た
い
も
の
で
す
。

者
に
支
払
う
医
醍
習
の
綾
上
が
タ
〈
診
揖
桜
子
部
歳
h
Eた
き
り
老
人
〉
で
ほ
っ
と
し
た
心
が
け
が
あ
な
た
白
蜜
計
を
磁
鎖
線
灘
線
綾
綴
灘
務
総
額
輔

約
二
十
八
万
三
千
円
で
、
乙
の
医
援
助
げ
る
よ
う
に
、
あ
な
た
の
健
康
へ
の
擦
問
制
限
総
研
齢
一
ι

し
ゃ
山
潤
ぽ
騨

費
以
外
の
す
べ
て
の
喜
一
人
当
苦
注
意
書
冊
へ
白
震
が
、
留
保
田
財

F
i
〓
議
寵
織

と
比
較
す
る
と
、
約
四
咽
一
一
認
に
あ
た
政
#
続
け
る
の
で
す
。

E
E
E尊
重
量
窃
覇
豊
富
費
量

的
d

、

国

保

全

体

の

費

用

の

ほ

ぼ

一

一

五

割

病

気

に

な

る

、

曜

を

散

む

、

そ

れ

で

に

あ

え

り

ま

す

。

務

噛

議

事

噛

翠

輔

議

議

磁

器

が

凶

復

す

る

、

と

多

く

白

人

は

思

お

年

寄

り

史

口

は

、

わ

が

白

書

購

轟

議

騨

齢

齢

騒

い

勝

ち

で

す

@

し

か

し

、

震

喜

す

保

隣

組

員

盟

、

毎

月

月

末

(

た

ιれ
か

ら

ま

す

ま

す

増

え

て

い

三

見

返

麟

野

齢

酔

額

融

離

の

は

人

間

の

体

力

白

話

題

担

増

亡

、

士

喜

一

十

八

日

)

で

す

。

納

み
で
す
が
、

ζ
れ
に
応
じ
て
増
正
統
け

i
l
i
a
i
-
-
i
i
j
も

最

喪

な

の

で

す

。

大

部

升

の

内

斜

的

期

ま

で

に

納

め

な

い

と

、

督

促

や

摺

促

曇
盟
問
主
主
っ
て
震
予
一
ま
か
あ
な
た
は
雲
を
次
々
と
変
え
た
震
は
人
間
の
fEま
れ

な

が

ら

に

せ

を

受

け

手

。

ま

た

、

義

務

付

い

な
勺
て
い
く
か
が
、
将
来
の
大
き
な
諜

D
、

む

や

み

に

弼

を

求

め

た

り

し

て

い

て

い

る

白

熱

恰

ゆ

力

に

よ

っ

て

治

る

も

た

D
、
滞
納
処
分
を
受
け
る
C
と
に
も

怒

と

な

っ

て

い

ま

す

。

る

よ

う

な

乙

と

は

あ

り

ま

せ

ん

か

。

経

の

な

の

で

す

。

繋

が

病

気

を

拾

す

の

だ

な

り

ま

す

。

一

方

、

き

ち

ん

と

納

め

る

轍

盟

議

議

議

瀦

舗

鴨

掛

輔

滋

綴

綴

磁

過

が

思

わ

し

く

な

い

と

、

す

ぐ

ほ

か

の

と

早

合

点

し

な

い

で

、

医

者

の

器

生

指

加

入

者

に

対

し

て

迷

部

を

か

け

る

ζ
と

瞬
幹
軒
昂
陣
論
議
室
に
宮
人
が
い
ま
す
が
、
そ
の
た
一
室
内
五
己
と
が
一
語
大
切
で
す
q

ふ

に

苦

手

。

麟

一

極

韻

語

掛

瀦

ひ

に

豊

富

問

、

薬

剤

な

ど

が

良

一

位

だ

ん

か

ら

体

力

を

充

実

さ

せ

、

少

々

の

河

室

、

助

け

合

い

の

露

で

す

c

問
題
麗
寵
寵
襲
爵
轟
轟
轟
襲
鰐
し
で
、
か
え
っ
て
h
状
が
感
化
す
る
ζ

病
気
な
ど
は
ね
返
す
総
叫
な
か
ら
だ
を
に
は
、
思
日
の
乍
ち
の
中
で
、
パ
一
フ
Y

齢
、
十
分
な
腿
紙
と
体
詩
聖
心
が
け
る
保
険
説
は
、
必
ず
納
期
的
リ
L
納
め
て
〈

間
出
血
仲
間
政
は
あ
な
た
の
家
計
と
同
じ
と
が
あ
型
ま
す
。
そ
れ
は
誤
っ
た
受
診
つ
く
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
ス
の
と
れ
た
渠
盤
、
活
皮
の
巡
駒
と
長

ζ

と
が
大
関
で
す
G

だ
さ
い
。
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